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論文審査の結果の要旨

膠原病関連間質性肺炎 (CVD-IP)に対して、ポリミキンン B固定化線維カラムを用いた直接血

液灌流法 (PMX-DHP)の有用性と実施のタイミングを後方視的に追究した研究である。対象症

例は、 12例であり PMX-DHPを実施した CVD-IPの他性増悪症例で生存群と非生存群おいて、基

礎疾患、生命予後、動脈血酸素分圧／吸入酸素濃度比 (P/Fratio)、その他を評価項目として

比較している。本研究の症例は、皮膚筋炎 (DM)5例、関節リウマチ (RA) 5例、他 2例の基

礎疾患を対象としていた。 28日後の生存例は 5例、非生存例は 7例であった（生存率 41.7%）。

基礎疾患別の生存率は DMで 80.0%、RAで 20.0％であった。 P/Fratioは、 PMX-DHPによりす

ペての症例において上昇した。さらに、 PMX-DHP実施前 P/Fratioは、 DMで 320.Omnd1g(l99. l 

364. 4)、非 DMで 90.lmmHg(58.9-140.8) とDMで有意に高値であった。上記より、 CVD-IPの急

性増悪に対する PMX-DHPは、肺線維化の進行を防ぎ酸化能の改善に寄与した可能性が考えら

れた。全例で P/F i-atioが改善したことから、重症度を問わず PMX-DHPの有効性がポ唆され

た。したがって、 CVD-IP症例において早期から PMXDHPを溝入することで、生命予後改善の

可能性が期待できるとされ、極めて有用なごとを示していることから本論文は本学大学院学

位論文（博士）審査基準を満たしており、学位論文に値すると判断したa
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